
ＮＰＯはミッションに向かい自立して事業を行いますが、ステップアップの時

には助成金を利用することも有効です。助成金は主に財団や企業などから社会

の為に「投資」される資金です。助成金を使う前に特徴を知りましょう。 

 

１．決まりがある 

助成団体の目的により使途が限定

されます。他の助成金との併願が

できないなどの制約もあります。 

２．対象団体に条件がある 

団体に法人格が必要だったり、実

績や活動年数など条件がある場合

があります。 

３．期間が決まっている 

助成金は１年、１回きりが多いで

す。長くても３年など期間を限定

しています。 

４．事業報告がある 

お金を貰いっぱなしのわけにはい

きません。活動終了後は報告書を

作成して提出します。報告書の提

出が主ですが領収書の添付を義務

付けている助成金もあります。 

５．貰えるかどうかわからない 

ほとんどの助成金は審査がありま

す。減額されることもあるので、

もらえなくても事業が出来るため

の準備が必要です。 

６．依存症になる可能性がある 

助成金を当てにしすぎた場合に怖いのが、次も、その次もと助成金依存症になること。

これではお金を得ることが目的になり、本来活動が出来なくなってしまいます。本当

に助成金が必要か他の方法がないか、計画に矛盾がないかをメンバーでよく話し合い

ましょう。 

７．先駆的、創造的な活動がスキ 

助成金を出す側としては、社会課題に対しより効果的に使ってほしいと思うでしょう。

従って、団体が活動をステップアップする時などに利用するといいでしょう。 
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□助成金情報を探そう□  

 

（１）日本財団公益コミュニティサイト CANPAN  

助成金の他、情報発信・情報開示を支援するツールも 

（２）NPOWEB (シーズ・市民活動を支える制度をつくる会) 

NPO の運営に役立つ情報が盛りだくさん。助成金情報も充実。  

（３）助成財団センター 

民間の助成財団のデータや助成金情報が充実。 

（４）助成金ガイドブック（有料）  

助成財団センターが発行している本。民間の助成財団関連の

助成金情報に加え、助成金活用のノウハウも参考になる。（購

入申し込みは助成財団センター（http://www.jfc.or.jp/）ま

で）  

（５）NPO マネジメント（有料：在庫のみ）  

IIHOE[人と組織と地球のための国際研究所]が発行している

専門誌。助成金、団体の経営に関する情報が満載。 

（６）ながさきの情報源 

・ながさきボラんぽネット  

・長崎県社会福祉協議会「ボランティアのひろば」 

 

他にも「助成金 長崎 ○○（例：環境）などで検索すれば

いろんな情報があります。探して見比べてみても面白いかも。 



助成金申請チャレンジの手順（チェックポイント） 

 

□１．助成金の目的を知る 

応募要項には必ず目的が書いてあるので確認してわかりにくければ助成団体へ電話し

て聞くなどのアプローチをしましょう。 

 

□２．審査基準、応募資格を知る 

助成金の目的が団体のミッションと合致したら、審査基準、応募資格が団体に合うか

確認しましょう。活動年数や法人格の有無、事業実施期間が合っているか、他の助成

金との併願ができるか、事業実施や助成申請スケジュールに無理がないか、実現可能

な組織か、実施に必要な資源があるか等も確認しましょう。 

 

□３．事業の目的を明らかにする 

事業目的と助成団体が期待する目的が合致するか書いて確かめましょう。ここがアヤ

フヤだと何を狙いとしているのか分からない、どんな効果を求めているのか分からな

いとなります。事業後の成果の青写真が描けないとなると？です。 

 

□４．思い込みではなくニーズに基づいた事実とデータも入れて 

いいことやっているからぜひ！は通用しません。何も知らない人にとっては？です。

ニーズは事実に基づいて把握しているか、できるだけ具体的にデータや対象者の声と

して提示できるか手法は適切かなどを書きだして、家族などに文章をチェックしても

らいきちんと説明できるか確認してはいかがでしょうか。 

 

□５．予算は適切に 

総額はいくらか、そのうちの助成金の割合はいくらか、自己資金はいくら必要なのか

などを応募要項を見てチェックしましょう。欲をかいてもいいけどきちんと整合性を

付けましょう。事業報告した後に対象経費として認められなくて返金ということがな

いように。 

 

□６．プレゼンがある場合は練習を 

書類審査だけでなく助成団体が直接面談するプレゼンが増えています。本当にやる気

とチカラがあるのか必要な資源は揃っているかなど見られます。短い時間ですが、ど

ういう社会課題の解決の為に助成金を利用し、どんな成果を社会に還元できるのか、

その後どう持続するかを話せるように練習しましょう。 

 

「ハンズオンながさき」のブログでも情報提供ＨＰなどを紹介しています。 
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